
手作りマスクで広がる地域の絆

　障害のある方の就労支援などを行う「就労継続支援事
業所」では、新型コロナウイルスの感染拡大により、製
品を販売する機会や受注生産量が減少するなど、大きな
影響を受けています。
　そこで昨年、市では、事業所の安定的な運営を支え、
通所者の就労機会や工賃を確保するため、オリジナル布
マスクを製作するプロジェクトを立ち上げました。市内
の染工場で生地を染色し、29か所の就労継続支援事業所
で一つ一つ縫製作業を行いました。中でも、かわいい動
物柄の布マスクは、旭川在住の絵本作家・あべ弘士さん
がイラストを描き下ろしており、旭川らしさが詰まった
布マスクとなりました。
　完成した動物柄の布マスクは市内の小学生に配布され、
無地のマスクは備蓄用に市で保管するなど、様々な場面
での活用が期待されています。

　今では私たちの生活に欠かせないマスク。新型コロナウイルスの影響が長期化する中、手作り布マスクで、
旭川を少しでも明るく元気にしたいという願いから、支援事業を行いました。布マスクのイラストを担当した
絵本作家のあべ弘士さんや、製作に携わった市内の事業者から、マスクに込めた思いを伺いました。　　　　

子供たちみんながマスクを着
けたくなるような、優しい雰
囲気のイラストにしました。
このマスクを着けて、どうぶ
つになってみてください！

　末広北小学校では、４月７日に行
われた入学式で、新１年生に動物柄
の布マスクが配られました。
　小野敦司校長先生は「このマスク
は、たくさんの方が１枚１枚心を込
めて作ったプレゼントです。コロナ
に負けないよう、新しい学校生活を
元気に過ごしましょう」とメッセー
ジを贈りました。

新型コロナウイルスに負けるな！

ミシンでの作業は慣れていますが、２
枚の布を縫い合わせるときに、柄がず
れないように気をつけて縫っています。
一つ一つ手作りしたマスクを小学生が
喜んで着けてくれるとうれしいです
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動物柄のマスク
がかわいくて、
うれしかった。
マスクを着けて
登校したい！

かわいいマ
スク

ありがとう
！

就労継続支援事業所の中には初めてマ
スクを作る方もいたので、縫製のしや
すさを意識しました。多くの人が関わ
り、喜んでもらいたいという思いを込
めて作ったマスクです

近藤染工場

マスクで地域の方に貢献できて、とて
もうれしいです。多くの子供たちに染
物屋という仕事を知ってもらい、日本
中に笑顔が戻ることを願っています
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